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宇城市では高齢者・障害者・幼児・学童のイン
フルエンザ発病や重症化防止のため、インフルエ
ンザ予防接種にかかる費用の一部を助成します。

個人負担　接種費用の２分の1を助成（2,000円を
上限）します。
接種期間 10月1日(土)～平成18年１月31日(火)

(ただし､各医療機関の診療時間内)
申込先および実施場所 市内協力医療機関（事前
に予約が必要です。原則としてかかりつけ医師の
もとでの接種をお勧めします）
その他　市内協力医療機関以外で接種を希望され
る場合は､事前に最寄りの各支所窓口（健康福祉
課・保健センター）での手続きが必要です。手続
きをせずに注射を受けられた場合は料金の助成が
できませんのでご注意ください。
※健康被害が起こった場合、予防接種法による対
象者については、予防接種法での健康被害救済、
市が助成する予防接種の対象者については医薬品
健康被害救済法による対応になります。
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◆10月13日(木)“バレエにみるわたしとあなた”

講師　伴　征子さん
1944年生まれ、熊本市在住。熊本

バレエ研究所代表。12月4日にウイン
グまつばせで行われる“くるみ割り人
形”(Ｐ30参照)を公演

◆10月27日(木)“記者の目、編集者の目”
講師　中村美弥子さん
1968年生まれ、熊本市在住。3歳か

ら松橋町で育ち、松橋中学校を卒業。
熊本日日新聞社広告制作部エディター
として“すぱいす”“PEAP”等の企
画・編集に携わる。

時　間 午後7時15分～9時
場　所 ウイングまつばせ視聴覚室
対　象 女性・男性どなたでも(先着100人・無料)
申込方法 電話・FAXで、住所、氏名、年齢を市
役所人権啓発課男女共生係へご連絡ください。

パートナーシップセミナー�パートナーシップセミナー�

みんなで学ぼう�
生涯学習課 �
人権教育係�
�
133-1240�
�(内線332)�
�

そっとしておけば差別はなくなるのでは
「知らない人にまで教えなくてもいいのではない
か」「そっとしておけばそのうち差別はなくなるの
ではないか」という声が聞こえてくる時がありま
す。いわゆる「寝た子を起こすな」という考え方
です。
1871年に国が「解放令」を発布しました。これ
によって今までの身分制度は、法律や制度の上で
はなくなりました。それから100年余り「そっと
してきた所」もあります。しかしながら差別は残
されたままで、現在でも差別事件・事象が後を断
ちません。
総務庁が行った全国の意識調査によると成人の
うち83.2％が部落の存在を知っています。しかも
そのうち55.4％は身近な人から知り、その多くは
差別的な内容で知らされています。一方、学校教
育によって知った人は全体では9.9％でありました。

この調査結果から判断する限り「学校で教えるか
らかえって差別が残る」「そっとしておけば差別が
なくなる」ということにはなりません。
このようなことから「寝た子を起こさない」と
いう考え方では、部落に対する偏見や誤った認識
がいつまでも語り継がれ、差別が拡大・再生産さ
れていくことになるのです。「寝た子を起こす」と
いうことは、部落問題を知らない人が正しく認識
することであり、誤った認識を持たされている人
がその間違いに気付き、その認識を改めることな
のです。
差別がどのようにして現れ、その背景にどのよ
うな原因があるのか、差別をなくすためにはどん
なことをしていけば良いのか。私たち一人ひとり
が差別をなくそうと何かをするような社会になっ
て初めて、差別がなくなっていくといえます。そ
のためには他人事ではなく、自分の課題・責務と
しての確かな教育が不可欠です。

本庁健康づくり推進課 132－1111
三角保健センター 152－2311
不知火支所健康福祉課 133－1111
松橋保健福祉センター 132－7100
小川支所健康福祉課 143－1111
豊野支所健康福祉課 145－2111
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助成対象者�

満60歳以上65歳未満で心臓・腎臓・呼
吸器の障害、またはヒト免疫不全ウイル
スによる免疫機能に障害を有するものと
して、身体障害者手帳（１・２級）をお持
ちの人 �

満60歳未満で、心臓・腎臓・呼吸器の障
害で身体障害者手帳（１・２級）をお持ち
の人 �
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予防接種法の一部改正に伴い、平成17年７月29日
をもって、日本脳炎予防接種の第３期（14歳以上16
歳未満を対象とし、通常中学3年時に実施されていた
もの）が廃止になりました。今後、接種を希望される
場合は任意接種（各自医療機関にて自己負担・自己責
任で接種）となりますので、ご注意ください。
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マンハッタンのオペラ団体専属歌手として活躍
中の岡部啓太郎さんと国立音楽大学・声楽学科卒
の岡部由美子さん（熊本市出身）夫妻によるコン
サートです。
塩屋に魅せられたお二人は、最新式電子オルガ

ンの伴奏でオペラ「フィガロの結婚」「蘇州夜曲」
「涙そうそう」などを披露する予定です。
栗名月と明治のたたずまい、声楽と電子オルガ

ンのアンサンブル、そんなひと時をご一緒しませ
んか？

●日時 10月15日(土）午後４時～(開場は30分前）
●場所 風の館・塩屋（小川町小川）
●定員 先着100人（入場無料・要整理券）
●整理券配布場所 風の館・塩屋、市役所人権啓
発課・男女共生係、小川支所総務課
※終了後(午後６時予定)は、岡部さん夫妻を囲ん
で「交流パーティ」を行います。（食事券：大人
1,500円／小学生以下1,000円。前売りのみ。
早めに予約・購入を）
問合せ先 風の館・塩屋　143－6191

（月・木曜日を除く午前10時～午後5時）


